
令和元年 7 月 23 日 

復興大臣決 定  

 

「福島浜通り地域の国際教育研究拠点に関する有識者会議」 

開催要領 

 

１．趣旨 

  

福島イノベーション・コースト構想研究会報告書（平成 26年 6月 23日）等

を踏まえ、これまで、福島ロボットテストフィールド、廃炉国際共同研究セン

ター、福島水素エネルギー研究フィールド等の拠点の整備を進めてきたが、産

学官連携による魅力ある浜通り地域を創出するためには、様々な分野の研究者

や技術者を育成し、輩出された人材が、長期にわたり浜通り地域の復興をリー

ドしていく体制を整備する必要がある。 

このため、廃炉・ロボット・エネルギー・農林水産業等多様な分野を対象と

した国内外の人材が結集する国際教育研究拠点整備・人材育成のあり方につい

て検討し、提言をとりまとめるため、「福島浜通り地域の国際教育研究拠点に

関する有識者会議」（以下「有識者会議」という。）を開催する。 

 

２．構成 

（１）有識者会議は、別紙に掲げる委員及びオブザーバーにより構成し、復興大

臣の下に開催する。 

（２）復興大臣は、別紙に掲げる委員の中から、有識者会議の座長を選任する。 

（３）有識者は、必要に応じ、関係者の出席を求めることができる。 

 

３．庶務 

 有識者会議の庶務は、関係省庁の協力を得て、復興庁において処理する。 

 

４．運営 

（１） 有識者会議において配布された資料は、原則として、公表する。 

（２） 有識者会議の議事要旨を公表する。ただし、座長が特に必要と認めると

きは、議事要旨の全部又は一部を公表しないものとすることができる。 
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